
　

平
成
26
年
６
月
９
日（
月
）
午
前
10

時
か
ら
運
営
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
人
事
異
動
に
伴
い
富
士

市
上
下
水
道
部
長 

加
藤
裕
一
氏
、

富
士
市
産
業
経
済
部
長 

吉
田
和
義

氏
の
２
人
が
新
た
に
委
員
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
次
の
３
件
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

①
平
成
26
年
度
管
理
組
合
会
計
予

算
に
つ
い
て

　

②
平
成
25
年
度
排
水
量
及
び
工
場

排
水
の
水
質
と
硫
化
水
素
に
つ

い
て

　

③
平
成
26
年
度
夏
季
工
場
排
水
流

入
禁
止
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
２
月
12
日
（
水
）
の
管

理
組
合
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
、

平
成
26
年
度
管
理
組
合
会
計
予
算
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
（
左
表
の
平
成
26
年
度
会
計
予
算

の
ほ
か
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
議
会
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

◆
平
成
25
年
度
の
排
水
量
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
の
年
間
総
排
水
量
は
、

前
年
度
と
比
べ
て
２
，３
６
６
万
㎥

（
８・
４
％
）
少
な
い
約
２
億
５
，９ 

６
４
万
㎥
で
し
た
。
こ
れ
は
下
表
の

「
排
水
量
経
年
変
化
グ
ラ
フ
」
が
示

す
と
お
り
最
も
少
な
い
排
水
量
で
す
。

　

平
成
25
年
度
中
の
使
用
者
動
向
は
、

年
度
当
初
の
使
用
工
場
数
89
工
場
か

ら
２
工
場
の
廃
止
に
よ
り
、
87
工
場

と
な
り
ま
し
た
。

　

使
用
工
場
に
許
可
し
て
い
る
排
水

量
（
許
可
排
水
量
）
の
合
計
は
、
年

度
当
初
か
ら
４
万
８
，１
９
７
㎥
／

日
減
少
し
た
１
１
８
万
１
，２
９
５

㎥
／
日
と
な
っ
た
た
め
、
空
き
許
可

排
水
量
（
留
保
排
水
量
）
の
合
計
は

６
２
万
３
，
７
７
３
㎥
／
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
許
可
排
水
量
の
増
量
、
ま
た
は
新

規
で
岳
南
排
水
路
の
使
用
を
検
討
し

て
い
る
方
は
、
当
管
理
組
合
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
硫
化
水
素
に
つ
い
て

　

硫
化
水
素
に
つ
い
て
は
、「
岳
南

排
水
路
施
設
腐
食
防
止
に
か
か
わ
る

暫
定
指
導
指
針
」
に
基
づ
き
、
目
標

値
を
１
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
、
暫
定
目
標
値

５
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
と
し
て
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

調
査
方
法
は
、
硫
化
水
素
が
継
続

的
に
発
生
し
て
い
る
13
地
点
の
人
孔
内

に
硫
化
水
素
連
続
測
定
器
を
設
置
し
、

測
定
結
果
の
デ
ー
タ
を
毎
月
回
収
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
暫
定
目
標
値
を
超
え

る
値
が
検
出
さ
れ
た
場
合
、
該
当
工

場
に
対
し
て
測
定
結
果
を
提
示
し
て
低

減
対
策
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

硫
化
水
素
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

構
造
物
や
鉄
蓋
を
短
期
間
で
腐
食
さ

せ
て
し
ま
う
な
ど
、
施
設
へ
の
悪
影

響
が
大
き
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
岳
南
排
水
路
施

設
を
安
全
・
安
心
に
使
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
今
後
も
適
正
な
排
水
管

理
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

硫
化
水
素
調
査
と
発
生
防
止
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
夏
季
工
場
排
水
流

入
禁
止
期
間
は
７
月
28
日
（
月
）
か

ら
８
月
１
日
（
金
）
ま
で
の
５
日
間

で
、
岳
南
排
水
路
の
全
て
の
路
線
で

点
検
・
工
事
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

岳
南
４
号
及
び
５
号
排
水
路
の
み
７

月
31
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で
が
排

水
流
入
禁
止
期
間
と
な
り
ま
す
。

（
詳
細
は
４
面
参
照
）

　

期
間
中
は
、Ｔ
Ⅴ
カ
メ
ラ
や
目
視
に

よ
る
管
内
点
検
作
業
な
ど
の
委
託
、

老
朽
化
し
た
管
渠
施
設
の
更
生
や
マ

ン
ホ
ー
ル
内
の
足
掛
金
物
付
替
え
な

ど
の
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
使
用
工
場
に
お
き
ま
し

て
は
、
期
間
中
に
工
場
所
有
下
水
路

の
施
設
延
命
を
図
る
よ
う
、
点
検
調

査
実
施
な
ど
の
適
切
な
維
持
管
理
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

運
営
委
員
会
開
催

―
平
成
26
年
６
月
９
日
―

委員会の様子

【 使 用 者 の 動 向 】

項　　　目
平成25年度

比較増減
年度当初 年度末

使用工場数 89 工場 87 工場  2工場 減少

計画排水量（A） 1,805,068 ㎥ /日 1,805,068 ㎥ /日 ―

許可排水量（B） 1,229,492 ㎥ /日 1,181,295 ㎥ /日 48,197㎥ /日 減少

留保排水量（Ａ）－（B） 575,576 ㎥ /日 623,773 ㎥ /日 48,197㎥ /日 増加

歳入
（会計年度内に入ってくるお金）

使用料（岳南排水路使用料など） 3億8,394万円

繰入金（基金からの取りくずし金） 1億9,615万円

繰越金（前年度からの繰越金） 3,000万円

諸収入（基金運用利子など） 5,191万円

計 6億6,200万円

歳出
（会計年度内に使うお金）

総務運営費（事務費や庁舎管理などに） 2億 741万円

管路施設費（管路施設の整備に） 3億3,036万円

ポンプ場管理費（ポンプ場の運転や整備に） 5,522万円

排水調査費（硫化水素などの調査に） 214万円

積立金（災害復旧や退職手当に備えた積立金に） 6,687万円

計 6億6,200万円

平成26年度　会　計　予　算

①
平
成
26
年
度
管
理
組
合

　
会
計
予
算
に
つ
い
て

②
平
成
25
年
度
排
水
量
及
び

　
工
場
排
水
の
水
質
と
硫
化

　
水
素
に
つ
い
て

③
平
成
26
年
度
夏
季
工
場

　
排
水
流
入
禁
止
に
つ
い
て
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 24  25  路線名 平成24年度排水量(㎥ ) 平成25年度排水量(㎥ ) 対前年度増減排水量(㎥ )

岳南1号排水路北部 59,009,940 56,667,147 －2,342,793 

岳南1号排水路南部 18,505,520 19,225,479 719,959 

岳南2号排水路 37,256,860 38,353,841 1,096,981 

岳南3号A排水路 28,597,500 28,999,200 401,700 

岳南3号B排水路 44,263,661 42,650,792 －1,612,869 

岳南4号排水路 36,723,100 20,278,200 －16,444,900 

岳南5号排水路 58,942,200 53,464,133 －5,478,067 

合　　計 283,298,781 259,638,792 －23,659,989 

路 線 別 排 水 量 比 較

　

富
士
市
で
は
、
市
議
会
６
月
定
例
会
で
、
仁
藤
哲
氏
の
副
市
長
へ
の
就
任
が
決
ま
り
ま
し
た
。

岳
南
排
水
路
管
理
組
合
で
は
、
管
理
組
合
規
約
に
基
づ
き
、
富
士
市
副
市
長
と
な
っ
た
仁
藤
哲
氏

が
、
新
た
に
副
管
理
者
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

仁に

藤と
う

　 

哲さ
と
る

 
副
管
理
者

　

昭
和
52
年
４
月
、
山
川
工
業
株
式
会
社
（
現
ユ
ニ
プ
レ
ス
株
式
会
社
）

に
入
社
し
て
以
来
、
ユ
ニ
プ
レ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
、
株
式
会

社
ユ
ニ
プ
レ
ス
技
術
研
究
所
代
表
取
締
役
社
長
、
ユ
ニ
プ
レ
ス
株
式
会
社

特
別
顧
問
な
ど
を
歴
任
。
富
士
市
出
身
、
松
岡
在
住
。
61
歳
。

　

岳
南
排
水
路
の
使
用
工
場
で
組
織
す
る
岳

南
排
水
路
協
力
会
連
合
会
の
定
時
総
会
が
、

平
成
26
年
５
月
９
日
（
金
）
富
士
市
浅
間
本

町
の
「
樟
泉
閣
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
25
年
度
会
務
報
告
並
び

に
同
決
算
、
役
員
の
選
任
、
平
成
26
年
度
事

業
計
画
（
案
）
並
び
に
同
予
算
（
案
）
の
５

議
案
が
上
程
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
研
修
会
で
は
、
常
葉
大
学

富
士
キ
ャ
ン
パ
ス
社
会
環
境
学
部
准
教
授
阿

部
郁
男
氏
に
、「
静
岡
県
第
４
次
想
定
と
津

波
へ
の
備
え
の
提
案
」
と
題
し
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
時
に
お
け
る
静
岡
県
内
の
被
害

想
定
、
津
波
へ
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
ご
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

阿
部
郁
男
氏
は
、
静
岡
県
「
防
災
・
原
子

力
学
術
会
議　

津
波
対
策
分
科
会
」
委
員
、

静
岡
市
「
防
災
会
議
津
波
対
策
専
門
検
討
委

員
会
」
委
員
、
静
岡
市
教
育
委
員
会
学
校
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

岳南排水路協力会連合会 定時総会開催
―平成26年5月9日―

　

平
成
25
年
度
（
平
成
25
年
３
月
か
ら
平
成
26
年
２
月

分
）
の
岳
南
排
水
路
の
総
排
水
量
は
、
約
２
億
５
，

９
６
４
万
㎥
と
な
り
ま
し
た
。
各
路
線
別
排
水
量
の
割

合
は
左
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
下
表
の
「
路
線
別
排
水
量

比
較
」
が
示
す
と
お
り
、
１
号
排
水
路
南
部
、
２
号
排

水
路
、
３
号
Ａ
排
水
路
の
３
路
線
で
約
２
２
２
万
㎥
増

加
し
た
も
の
の
、
１
号
排
水
路
北
部
、
３
号
Ｂ
排
水
路
、

４
号
排
水
路
、
５
号
排
水
路
の
４
路
線
で
約
２
，

５
８
８
万
㎥
減
少
し
た
た
め
、
対
前
年
度
の
総
減
少
量

は
約
２
，
３
６
６
万
㎥
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度

「
岳
南
排
水
路
の
排
水
量
」

 

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

「
岳
南
排
水
路
の
概
要
」
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
版
「
岳
南
排
水
路
の
概
要
」

の
冊
子
（
無
料
）
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
希
望
の
方
は
総
務
課
業
務
係
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

　

直
通　

０
５
４
５ （
5
1
） 
２
６
６
７

定時総会の様子

熱弁を振るう阿部氏

管
理
組
合
副
管
理
者
に
仁
藤 

哲
氏
就
任

平成26年７月11日 広 報「 が く は い 」 第43号（2）



ピック ップ

平成26年度　管理組合が発注した主な工事及び委託
（平成26年４月１日から６月30日まで）

番
号 工　事　・　委　託　名　称 施工業者 契約額（円） 施工場所 施   工    概    要

1 岳南3号第4排水路吐出管渠更生工事 富士ロードサービス㈱ 8,316,000 富士市今泉地先 管渠更生工　φ1,800mm　16.7m
2 岳南1号第4排水路管渠更生工事（第6工区） ㈱石井組 10,908,000 富士市久沢地先 管渠更生工　φ500mm　55.8m
3 岳南1号第1排水路管渠更生工事（第3工区） 鈴与建設㈱ 48,600,000 富士市緑町地先 管渠更生工　φ1,800mm　90.3m
4 岳南1号分排水路管渠更生工事（第18工区） 管清工業㈱静岡営業所 37,908,000 富士市高島町地先 管渠更生工　φ1,650mm　78.1m
5 岳南1号分排水路管渠更生工事（第26工区） 須山建設㈱ 39,204,000 富士市津田地先 管渠更生工　φ1,650mm　81.2m
6 岳南2号第1排水路管渠更生工事（第10工区） 日総興業㈱ 30,024,000 富士市今泉地先 管渠更生工　□1,700mm×1,500mm　32.5m
7 岳南2号第1排水路管渠更生工事（第11工区） 吉川建設㈱浜松営業所 23,328,000 富士市今泉地先 管渠更生工　φ1,650mm　40.8m
8 岳南3号第1排水路管渠更生工事（第4工区） 加和太建設㈱ 23,760,000 富士市原田地先 管渠更生工　φ1,350mm　69.1m
9 岳南3号第4排水路管渠更生工事（第14工区） ㈱水野組 38,124,000 富士市今泉地先 管渠更生工　φ1,800mm　 71.6m

10 岳南1号第1排水路富士宮工区廃止管路対策工事 ㈱鈴木組 1,944,000 富士宮市浅間町地先 管渠充填工　62.4m
既設人孔充填・撤去工　1箇所

11 管内点検作業委託（その1） クリーンサービス㈱ 4,968,000 富士宮市泉町地先ほか 管内TV調査工　870m、目視調査工　4,131m
人孔調査工　101箇所

12 管内点検作業委託（その2） ㈱エイコウサービス 4,730,400 富士市久沢地先ほか 管内TV調査工　724m、目視調査工　4,226m
人孔調査工　77箇所

13 管内点検作業委託（その3） ㈱須走総合企画 4,590,000 富士市今泉地先ほか 管内TV調査工　839m、目視調査工　3,431m
人孔調査工　54箇所

14 管内点検作業委託（その4） ㈱斉藤組 4,968,000 富士市荒田島町地先ほか 管内TV調査工　734m、目視調査工　4,069m
人孔調査工　64箇所

15 岳南排水路ゲート点検作業委託 ㈱田中機械工業所 1,468,800 富士市前田地先ほか
電動ラック式ゲ－ト点検整備工　3箇所6門
予備動力付き手動ゲート点検整備工　2箇所2門
手動スピンドル式ゲート点検整備工　6箇所8門 

16 今泉ポンプ場ゲート点検作業委託 ㈱田中機械工業所 777,600 富士市今泉654-1
沈砂池入口ゲート通常点検　3門
沈砂池出口ゲート通常点検　3門
バイパスゲート通常点検　1門

17 岳南排水路管渠劣化診断業務委託 ㈱フジヤマ富士営業所 1,188,000 富士市今泉3丁目地先ほか 管渠調査業務　一式
鉄筋コンクリート劣化診断　2箇所

　天間水質監視所において、建屋外壁の塗替塗装工事を行いました。
　天間水質監視所は、平成４年度に当管理組合で設置したもので、建物
は岳南排水路をイメージして円形管を利用し、外壁には、天間小学校の
６年生全員の卒業記念製作として、昔の天間地区の想像図が描いてあり
ます。

　富士宮市浅間町地先において、平成２４年度に小口径推進工法（泥土
圧方式）により新管を布設しましたが、平成２５年度では、新管２箇所
へマンホールを設置し、既設管へ接続する工事を行いました。
　平成２６年度は、昭和２９年に埋設された旧管へモルタルを充填し、
管路の廃止工事を行います。

平成25年度事業 ア

マンホール設置の状況塗替え作業中の状況

アアア
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流入禁止期間中に実施する作業
　排水管内の点検作業（ＴＶカメラ、目視調査など） 10件
　排水管の更生工事など 20件
　その他（水質監視所ポンプ点検作業など） 2件

岳南排水路の点検及び集中工事が近づきました

　局地的集中豪雨により、平成２０年８月に東京都の公
共下水道工事現場で５人が死亡、平成２１年８月には、
沖縄県那覇市の排水路で作業中の４人が死亡するなどの
事故が発生しております。
　工場排水流入禁止期間中は、多数の作業員が排水管内
で昼夜作業を行っており、雨水や排水が流入しますと、
排水管内には避難場所がないため、東京都や沖縄県と同
様の事故に繋がる危険があります。
　管理組合においては安全対策に充分努めてまいります
が、使用者の皆様にも、再度日程を確認していただき、
工場排水、雨水、防火用水などが排水路内に流入しない
措置を講じていただきますようお願いします。
　なお、排水処理機停止中及び運転開始時の臭気対策を
併せてお願いします。

使 用 者 の 動 き

代
表
者

工場名 新しい代表者
紺屋製紙㈱ 山本　久也 氏
王子エフテックス㈱
 東海工場富士宮製造所
王子エフテックス㈱
 東海工場第一製造所
王子エフテックス㈱
 東海工場富士製造所

島﨑　克彦 氏

日医工ファーマテック㈱静岡工場 石瀬　　徹 氏
荒川化学工業㈱富士工場 鴨部　秀明 氏

名
称

変更前の工場名 新しい工場名
東洋ファイバー㈱
静岡工場富士工務部

北越東洋ファイバー㈱
静岡工場富士工務部

アステラスファーマテック㈱
富士工場

日医工ファーマテック㈱
静岡工場

平成26年3月1日から平成26年6月30日までの使用者の変更です。
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付
で
新
局
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。新局長　近藤 敦

代
表
者

工場名 新しい代表者
KJ特殊紙㈱ 佐藤　啓一 氏
日本製紙パピリア㈱原田工場 加藤　一平 氏日本製紙パピリア㈱原田工場依田橋
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平成26年７月１日現在　使用工場87工場（うち休止工場６工場）


